
文部科学省と国立大学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

 第53回 岡山大学 文明動態学研究所（2023.8.4)

12:05-12:10(5分） ： 「研究所の概要」
所長 松本直子

12:10－12:25(15分） ：「考古学の学際的研究」
特任准教授 Joseph RYAN

12:25－12:45(20分） ：質疑応答



2018年10月 岡山大学大学院社会文化科学研究科文明動態学センター

2021年4月～ 岡山大学文明動態学研究所

ミッション 分野・地域・時代を結び、人文・社会科学研究の新しい未来へ

現代社会が抱える様々な問題を人類の文明の消長という大きな枠組みのなか
でみつめ直し、過去の探求と地域への着目から得られた新たな知によって、持
続可能な社会の構築に貢献する新学問、文明動態学を創造します。

文化財レスキュープロジェクト



ミッション達成に向けた活動

オンラインジャーナル
『文明動態学』の刊行
分野横断的な研究成果の

投稿を推奨。査読誌。

RIDC共同研究
人文社会科学における関連分野の連携および自然科学分野との連携に

よる学際的研究体制を構築し、分野限定的研究では見えてこない人類史
の実態を明らかにするための共同研究を推進。研究所外（岡山大学及び
他の大学・研究機関）の研究者を含める体制とし、若手研究者や海外の
研究者を構成員に加えることを推奨。2021年度10件、2022年度13件、
2023年度9件を採択。

RIDCマンスリーセミナー
分野を超えた研究成果の共有、

議論の促進、研究成果の一般公
開のため、毎月1回ランチタイム
にオンラインのセミナーを実施。
誰でも参加可能。一部は研究所
YouTubeで公開。毎回40人から
多い時で100人程度の参加者。



研究所を拠点とする国際的・異分野融合研究①

国際共同プロジェクトBEyond ARCHAEOlogy 2019-2023

欧州6研究機関（トリノ大学、リスボン大学他）が本学をメインのパートナー機関と
して実施する文理連携型国際共同研究プロジェクト.古墳時代の吉備を中心とした日
本列島の古代国家形成期に焦点を当て、先端的な知識と技術の国際的・学際的交流
によって生まれる新しい視座から、新たな歴史像と専門的技術の開発を目指す。

＊イタリア、ポルトガル、ギリシャ等からのべ約4000人日が
来日して共同研究

＊学内の理系研究所・研究科（資源植物科学研究所、惑星物質
科学研究所、自然科学研究科）と連携

＊研究成果を島根県古代出雲歴史博物館（2022年度）および
トリノ大学（2023年度）に一般展示公開

＊2回のサマースクールにより世界の大学院生・若手研究者の
育成に寄与（2022年岡山大学、2023年トリノ大学）



研究所を拠点とする国際的・異分野融合研究②

新学術領域研究「出ユーラシアの統合的人類史学」2019-2023

人間が物理的に生み出す物質、人間の身体、そしてそれらの相互作用の中核にあっ
て文化を生み出す心という3つの視座を確保する。この視座の下に、文明形成期の物
質文化に焦点を当て、人間に特異的な「ニッチ（生態的地位）」がいかに形成され
てきたかを明らかにする統合的人類史学を構築する。

＊考古学、文化人類学、自然人類学、認知科学、脳神経科学、
霊長類学、科学哲学等による分野融合的研究

＊3次元データを活用した新しい考古学研究の推進

＊シンポジウム等による研究成果の社会への還元



大阪大学 大学院文学研究科 博士前期課程

大阪大学 大学院文学研究科 博士後期課程

岡山大学 日本学術振興会 外国人特別研究員

2013

2015

2018

2020 岡山大学 文明動態学研究センター 特任助教

2021 岡山大学 文明動態学研究所 特任助教

2023 岡山大学 文明動態学研究所 特任准教授

百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録有識者会議 特任専門委員

第6回 日本学術振興会 育志賞 受賞(2016)

Joseph RYAN

考古学の
学際的研究



古墳のドローンLiDAR測量
従来の測量では、古墳そのものが対象で、周辺地形の
一体的理解は得にくい

ドローンLiDARは詳細かつ広範囲な測量を可能とする

光本編2020



古墳のドローンLiDAR測量
植生が繁茂していても、詳細な測量図も作成可能

点群
フィルタリング



・新たな着眼点から古墳の築造原理を理解
・日本考古学の研究成果の国際発信



欧州6研究機関（トリノ大学、リスボン大学他）が本学をメインのパート
ナー機関として実施する文理連携型国際共同研究プロジェクト。古墳時代
の吉備を中心とした日本列島の古代国家形成期に焦点を当て、先端的な知
識と技術の国際的・学際的交流によって生まれる新しい視座から、新たな
歴史像と専門的技術の開発を目指す。

国際共同プロジェクト：BEyond ARCHAEOlogy 2019-2023

古墳時代の土器と玉の科学的分析
弥生時代の動物遺存体の分析

古墳時代の鉄器のX線CT及びmicro-XRF



BE-ARCHAEOとの共同発掘調査

総社市鳶尾塚古墳（6世紀末頃の直径25mの円墳）
⇒発掘を通じた相互交流、学生にも大きな刺激



• 地中レーダー探査と電気抵抗トモグラフィーの地球
物理学的手法で、古墳の内部構造を非破壊で立体的
に可視化

• 盛土と石室との関係が明らかになった

• データ解析により、効率のよい発掘が可能になる



• 古墳の土壌にみられる菌類を分析

• 古墳築造前の表土を抽出し、自然の山土とその上に盛
られた人為的な盛土を区別することで、古墳築造過程
を復元

• 地山と盛土、そして盛土とそれに由来する流土の区別
が困難な場合があるため、有効な方法論が提示できた



「古代吉備における製鉄原料産地の実態解明に向けた考古学・文献史学・地球科学的共同
研究」

古代吉備は、６世紀後半以降、「鉄大国」と評価されるほど製鉄が盛んに行われていた。
鉄の生産と流通は、吉備の中の集団間関係、そして古代国家との政治的関係を左右していた
と考えられる。従って、吉備の社会・経済・政治史を正しく理解するため、鉄生産の実態解
明は必要不可欠である。

ただし、伝統的な考古学や文献史学の研究では、従来の認識を超え、研究を深化させるこ
とは困難であると言わざるを得ない。とくに、製鉄原料がどこから入手されたか、そして生
産された鉄素材がどこに供給されたかは未だに不明であり、実態把握を困難にしている。

そこで、本研究プロジェクトの目的は、製鉄遺跡出土の鉄鉱石と、露頭産出の鉄鉱石を鉱
床学的・地球科学的手法により比較し、その関係性を検証するとともに、その成果を考古学
的・文献史学的に評価し、古代吉備の地域動態を明らかにする。このように、研究現状の打
破を可能とする文理融合の学際的研究を通じ、新しい「鉄学」の創出を目指す。

RIDC共同研究
学際的研究体制を構築し、分野限定的研究では見えてこない人類史の実
態を明らかにするための共同研究

RIDCの共同研究の１例



磁鉄鉱が取れる鉱山と製鉄遺跡が近在する場合

は少なくないが、実際古代人が活用していたか

どうかを明らかにするため、両者の鉄鉱石を分

析し、その化学組成や特徴などを比較する必要

がある

ライアン2023



山地踏査

磁鉄鉱採取

LA-ICP-MS

EPMA

ラマン分光法

地球科学的分析

遺跡出土の磁鉄鉱
との比較で、産地
同定を行う

製鉄の実態把握



ご清聴ありがとうございました
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